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ガバナー公式訪問・合同例会 

2020（令和2）年9月12日(土) 倉敷アイビースクエア 
 

  

初心を見つめ、楽しむ心で“ We Serve”(
倉 敷 Ｌ Ｃ  

スローガン ) 
 

地域と共に『 We Serve 』(
336－B地区  

スローガン ) 
 

【活動記録】 

9月2日第一例会（第1507回） 

メンバースピーチ L.三村英世  

閉会挨拶     L.宮﨑昭郎 

 

9月12日第二例会（第1508回） 

ガバナー公式訪問・1Z合同例会 

開会挨拶    L.山本俊夫 

閉会挨拶    L.小田圭一 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉敷市政喫緊の課題は、新型コロナウイルス対策と真備

町の復旧復興です。地場産業を積極的に支援するという意

味を込めて 9 月議会は例年通りジーンズを着用しての開

催となりました。 

  真備町の復旧復興については、今年度 108 億円の予算

を見込んでいます。現在も約 2,000 人の被災者の皆さん

が仮設住宅に住んでいます。令和 5 年度までに事業を完

了する目標で頑張っています。 

  新型コロナウイルス感染症対策については、480億円の

特別定額給付金をはじめ多額の予算が計上されました。

市独自にも様々な事業を考えていますが手探りです。改

良を重ね、市民の皆さんに使い勝手の良い事業に発展さ

せていきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

336-B地区5Rの会員が今年７月、九州に甚大な被害をもた

らした豪雨の被災地を支援しようと、9月19日（土）ＪＲ倉

敷駅前で募金活動を行いました。 

西日本豪雨災害において、九州地区をはじめとして全国

の多くのライオンズクラブから支援をいただいた恩返し

の意味も含めての開催となり、倉敷LCからは10名が参加

しました。義援金を呼び掛けると、駅利用者の方々や高校

生などから続々と善意が寄せられ、募金額 34,260円とな

りました。皆様の温かいお気持ちに心から感謝申し上げま

す。集まった募金はLCIFを 

通して九州豪雨災害の支援金 

として寄付いたしました。 

改めまして、被災地の一日 

も早い復興を心よりお祈り申 

し上げます。(記：L.武居賢次朗) 

 

 

9月2日、今年のお月見例会は、夜例会ではなく、昼例会

となりました。Withコロナで、色々な事が制限される中、

藤原京子計画親睦委員長を筆頭に、計画親睦委員が様々な

趣向を凝らしてお月見例会を盛り上げてくれました。会場

全体も雰囲気たっぷりの暗めの照明、金屏風にお月見団子、

ススキ・オミナエシなどの秋の七草、そして大きなお月様、

とても素敵な演出にみな感嘆しました。また、お月見団子用

に「ずんだ餅」も用意していただき、お月見気分最高潮に到

達しました。9月だというのに例年になく暑い中、秋を感じ

る一コマとなりました。（なお、今年の中秋の名月は10月

1日でした。） 

各種イベントが中止され、見通しが不安ですが、夏も終わ

りを告げ、日に日に朝夕涼しくなってきています。皆さまお

体ご自愛下さい。そして、これからの例会も楽しみにしてい

てください。きっと 

計画親睦委員会が色 

んな趣向で皆様をお 

迎えしてくれるはず♥ 

(記：L.難波成美) 

 

 

 

 

『市政報告』   L.三村英世 
(9月第一例会) 

諮問委員会でクラブ紹介

をする山本会長 

合同例会で挨拶を 

される金礪ガバナー 

今年は輪にならず、L.小田の閉会挨拶とその場でライオンズ・ローア 

9月12日(土)倉敷アイビースクエアにて、336-B地区5R-

1Z の諮問委員会及びガバナー公式訪問合同例会が開催さ

れました。本年度は倉敷LCがホストクラブを務めました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

第３６回現代工芸秀作展の委員長を 

仰せつかりました池本です。今思えば 

３６年も続いているアクトというのは 

驚きで，地元の工芸家，作家の皆さま 

と連携し，脈々と続けてこられた倉敷 

ＬＣの皆さまのバイタリティーに敬意を 

表します。私はといえば，芸術には縁遠く，当時の金光副委

員長，上西委員，岡委員，芸術に心得のある方々に様々なご

指南いただきましたが，芸術に関するアクトの委員長を拝

命しているにも関わらず何も身に付かなかったのが残念な

ところです。そうした芸術音痴の委員長ではありましたが，

委員の方々のご尽力，作家の皆さまのご協力によって，現代

工芸秀作展を盛況のうちに終えることができましたのは，

委員長として望外の喜びでした。当アクトは歴史と伝統の

ある倉敷ＬＣの中でも特に秀でたアクトと感じておりま

す。引き続きメンバーの方々の熱意でもって，５０回，１０

０回と回数を重ねて行っていただきたいと思います。 
(記：池本克行さん) 

 

「今年の倉敷現代工芸秀作展は中止」， 

まさかの報に接し，残念に思うとともに， 

今年は仕方がないと受け止めざるを得ま 

せんでした。 

思い起こせば，昨年は社会アクト委員長 

として，作品は集まるのか，テープカットを 

確実に実施せねば（笑），来場者が集まり入札して頂けるの

か，などなど不安いっぱいで企画が始まりましたが，委員会

メンバーを始め，クラブメンバーのご協力により，成功裡に

終えることが出来ました。歴史と伝統のある活動のバトン

を，次の委員長にしっかりと手渡しすることができ，関係者

皆さんへの感謝の気持ちでいっぱいです。 

第 40 回となる記念開催が先送りになりましたが，この

猶予期間を新企画を練るチャンスとし，来年，新たな様式で

の発展した開催になることを心より願っています。 

（記：森本 肇さん） 

 

私の倉敷ライオンズクラブメンバーと 

しての最初の仕事は，社会アクト委員長 

として今年度の倉敷現代工芸秀作展を円 

満・円滑に中止に導くことでした。手続 

きを進めるため過去の経緯などを調べる 

うちに，これだけ大規模な行事が約４０年 

続いてきたことに深く感動するとともに，改めて委員長の

責任の重大性を実感しました。来年はコロナ禍が収束し，行

事が再開できることを心より願っております。 

(記：L.瀬尾彰宏) 
 

今年は100年に一度あるかないかと 

言われるコロナウイルス感染が全世界で 

猛威をふるい、私どもクラブも一時期 

は例会も休止という、かつて経験した 

ことのない事態が起こりました。過去 

の現代工芸秀作展の流れという内容で非 

常にかいつまんだ事柄に要約してお伝えします。私が入会

する5年前の昭和56年、1981年に第一回の開催と聞い

ています。当クラブ24代～25代の会長さんの時だろう

と推察しますが、その発端は当時のメンバーであった写真

家の中村昭夫氏であると記憶しています。中村氏は写真家

として県内外の工芸、民芸、美術家各位を撮影され交流を

重ねられていて、その各界の作家の方々から作品を提供し

ていただき、入札形式でチャリティバザーを催すというア

クト事業を企画されたと伺いました。（今でも中村氏の作

品はご遺族からご提供いただいています。）名称も初回は

倉敷市内代表作家チャリティ美術展、2回目はチャリティ

茶掛展、3回目は現代陶秀作展、そして第4回から現在の

“倉敷現代工芸秀作展”の名称でこれまで連綿と継続され

ていますが、40年を超える今日まで問題なく続けられた

訳ではありません。まずは、主会場であった三越倉敷店の

撤退でした。次に作品のご提供者の主要な方々、東大寺管

長清水公照様、金光教教主金光鑑太郎様、人間国宝大野昭

和斎様等々、大黒柱とも言える皆様がご高齢となり順次ご

出品いただけなくなり売り上げも激減し継続不可能か?と

本気で思いました。今はメンバー皆様のご協力のおかげで

多くの作家の方々にご参加いただき続けることが出来てい

ます。今年はコロナ騒ぎでやむを得ませんね。来年はがん

ばりましょう。          (記：L.岡荘一郎) 
 

 

8月25日、【長～い、長いトンネルを抜けると（雪国では

ありません･･･）そこはまだまだコロナ禍だった…】大原美

術館は約4か月半に及ぶ臨時休館の末、再開館に至りまし

た。みなさまへ多大なご迷惑や、心配をおかけしましたこと

心よりお詫び申し上げます。まだCOVID―19の終息も見えな

い状況ですが、何より開館していることがつながる原点で今

後大切に育んでまいりたいと思います。現在は、本館と工

芸・東洋館を開館しています。分館にある日本の近現代作品

も一部本館に移し、コンパクトな形で見ごたえある展示とな

っています。収蔵作品約3千点の 

中で、選ばれた92点の名画がライ 

オンズクラブメンバーのお越しを 

心よりお待ちしています。 

今こそ医療従事者はじめ、地域 

のみなさまに時空を超えて心の旅 

を楽しんでいただきたいと思いま 

す。      (記：L.森川政典) 

 

～過去の現代工芸秀作展に寄せて～ 



 

 

 

 

■第1507回例会報告（2020.9.2）            

 

出席者44名    欠席者15名   

純例会出席率75% メークアップ後出席率78％ 

 

【承認事項】 

1. 弔事での受付業務を細則に明文化すること

と併せて、内規に会長・幹事を弔問者として定め

る旨が承認されました。 

 

【幹事報告】 

1.9 月 19 日(土)10:00～12:00 に豪雨災害復興支

援募金を倉敷駅南口にて開催予定です。参加希望

の方は事務局までご連絡ください。 

2.今後の例会開催については新型コロナウイル

ス感染状況・社会的情勢を踏まえてその都度判断

致します。 

 
■第1508回例会報告（2020.9.12） 

地区ガバナー公式訪問・５R－1Z合同例会 

（倉敷LC、倉敷東LC、倉敷真備LC） 

出席者34名    欠席者25名 

純例会出席率58% メークアップ後出席率68% 

 

DONATION 

《第1507回例会 9月2日》 
●誕生祝（各50枚） 

宮田さん、木曽さん、小山さん 

 

●いつまでもお幸せに（各50枚） 

髙吉さん、莖田さん、大月さん、 

竹森さん、瀬尾さん 

 

●片山さん（200枚） 

COVID-19 今からも、予防が大切ですね。ライオ

ンズクラブから片山内科クリニックにたくさん

のマスクをいただきありがとうございました。 

 

●川崎さん（50枚） 

ライオンズ手帳、毎年遅れ気味ですが今年は

特に遅れてすみませんでした。11ページの年

間スケジュールかなり変更があると思います

のでご注意下さい。 

 

●中井さん（50枚） 

本日、第 1 回アイヘルス薬物乱用防止委員会の

開催にあたり、倉敷国際ホテル様には完璧な会

場設営をして頂き安心して会議ができました。

ありがとうございました。 

 

●三村さん（50枚） 

市政報告、参考になりましたでしょうか。 

 

●森川さん（50枚） 

長い、ながぁ～～～い！トンネルを抜け、大原美

術館は8月25日に再開館いたしました。マスコ

ミ各社、取材ではお世話になりました。 

本館だけで、“西洋から日本の近現代まで”見ど 

ころテンコ盛りの展覧です！まさに教科書で見

た絵が大集合！是非、お楽しみください。 

 

 

 

 

倉敷ライオンズクラブ発行 

会  長：山本俊夫 幹  事：藤井徹海  PR・IT委員長：難波成美  

事 務 局：倉敷市西中新田 490-6 SQUARECOOP201    ℡(086)422-7126 

例 会 場：倉敷国際ホテル 倉敷市中央 1 丁目 1-44  ℡(086)422-5141     

HP：http://www.kurashiki-lions.org/ 

11月 行事予定 

 

4日(水)倉敷国際ホテル 

12:15～第一例会 (第1511回) 

例会後～第6回PR・IT委員会 

13日(金)倉敷国際ホテル 

  18:30～第 2 回ガバナー諮問委員会  

18日(水) 倉敷国際ホテル 

18:30～第二例会(第1512回) 

 

 

10月 行事予定 

7日(水)倉敷国際ホテル 

  12:15～第一例会(1509回) 

  例会後～第5回PR・IT委員会 

  18:30～第３回定例理事会 

  （通算６回目） 

19日(水)倉敷国際ホテル 

12:15～第二例会(第1510回) 

 

『第1回ガバナー諮問委員会 

及びガバナー公式訪問・合同例会 

を終えて』 

ゾーン・チェアパーソン L.小川洋一 

 

 

 

 

 

 

９月１２日、皆様のご協力によりま

して、上記会議を無事終えることがで

きました。諮問委員会では、主に５R１

Z の所属するクラブのアクトの紹介

で、具体的な諮問事項の協議はありま

せん。それに続くガバナー公式訪問と

合同例会では、山本会長のホストクラ

ブ会長としての歓迎挨拶の後、私が

ZC として挨拶をさせていただきまし

た。趣旨は、コロナをはじめ災害の多

い時代だからこそLCの存在感を高め

ていきたいということと、その為に３

３６B地区が一つになること、でした。

コロナの出口はまだ見えてきません

が、LC が暗闇の中の一筋の希望の光

のような、そんな存在でありたいと願

っています。 

～事務局通信～ 

 育児休暇中の後藤陽子さんが９月

より復帰された事に伴い、9月24日

付けで山本真未さんが退職しました。 

 

『 慣れないこともあり、皆様にはご

迷惑を掛ける事も多々ありましたが、

暖かくご指導下さりありがとうござ

いました。一年と少しの間、大変お世

話になりました。山本真未 』 

 


